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コ
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８
２
８
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委
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侑
宗そ
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ゅ
う
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、
大
石
邦く

に

子こ

さ
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、
末
利と

し

光み
つ

さ
ん
、
小
林
光み

つ

子こ

さ

ん
の
４
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が
選
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だ
50
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入
賞
作
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が
決
ま
り
ま
し
た
。
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は
、
思
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ず
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れ
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感
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作
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泉
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介
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い
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す
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で
、
ユ
ー
モ
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に
あ
ふ
れ
る
準
大

賞
の
作
品
を
紹
介
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今月の表紙
今日は練習の成果を見
せる発表会。パパやマ
マ、おじいちゃんやお
ばあちゃんも見に来て
くれてうれしいな。
ちょっと緊張してるけ
ど大丈夫。いっぱい練
習したから、きっと上
手にできるよ。

川桁保育所保育発表会

【撮影日】　12 月３日
【撮影場所】　学びいな

【目次】

特
集

今
年
は

会
津
藩
祖
保
科
正
之
公
が

生
ま
れ
て
か
ら
、

ち
ょ
う
ど
４
０
０
年
の

節
目
の
年
。

会
津
藩
の
礎
を
つ
く
り
、

本
町
と
も
関
わ
り
の
深
い

正
之
公
。　
　
　
　
　
　

徳
川
幕
府
、
会
津
藩
の

羅
針
盤
と
し
て

民
衆
を
守
る
こ
と
を
第
一
に
考
え

見
事
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

発
揮
し
名
君
と
呼
ば
れ
た
。

数
々
の
功
績
を
残
し
た

正
之
公
の
人
柄
や
手
腕
か
ら

私
た
ち
が
現
代
を
生
き
ぬ
く

教
訓
を
探
る
。

不
変
の
羅
針
盤

保科正之公　（土津神社所蔵　写真協力／福島県立博物館）

　

準 

大 

賞　
　
　
　
　
　
　
　

芦
田
朝
子
（
東
京
都
）

息
子
よ
。『
銚
子
』
を
『
ギ
ョ
ー
ザ
』
と
読
み
、

『
福
沢
諭
吉
』
を
『
福
山
ま
さ
は
る
』
と
書
い
た
息
子
よ
。

Ａ
Ｋ
Ｂ
の
メ
ン
バ
ー
の
名
前
は
全
部
言
え
る
の
に
、

都
道
府
県
名
は
覚
え
ら
れ
な
い
の
は
な
ぜ
。

テ
ス
ト
を
見
る
た
び
に
、
母
は
泣
け
て
き
た
よ
。

　

で
も
、
い
い
ん
だ
、
息
子
よ
。

あ
な
た
が
初
め
て
数
学
で
四
十
点
を
と
っ
た
日
に
、
母
は
学
ん
だ
。

あ
の
日
、
母
が
帰
る
と
、

玄
関
の
外
の
扉
に
四
十
点
の
テ
ス
ト
が
貼
っ
て
あ
っ
た
。
母
は
感
動
し
た
。

普
通
、
四
十
点
を
貼
ら
れ
る
の
は
罰
ゲ
ー
ム
だ
ろ
う
。

九
十
点
で
も
く
や
し
が
る
子
が
い
る
と
い
う
の
に
、

四
十
点
を
誇
ら
し
げ
に
貼
る
あ
な
た
は
、
大
し
た
奴
だ
。

　

成
績
は
相
対
評
価
だ
。
パ
ー
セ
ン
ト
で
上
か
ら
割
り
当
て
ら
れ
る
。

で
も
幸
せ
は
絶
対
評
価
だ
。

こ
れ
で
よ
し
、
と
思
っ
た
ら
百
パ
ー
セ
ン
ト
幸
せ
な
ん
だ
。

あ
な
た
は
、「
四
十
点
し・

か・

」
を
「
四
十
点
も・

」
と
言
え
る
幸
せ
な
男
だ
。

　

息
子
よ
。
あ
な
た
に
は
、
幸
せ
に
な
る
才
能
が
あ
る
。

母
が
そ
れ
を
保
証
す
る
。
も
う
、
そ
の
ま
ま
突
き
進
め
。
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名
君  

保
科
正
之
公
の
生
涯

徳
川
２
代
将
軍
秀
忠
公
と
お
静
の
方
の
子
と
し
て
生
ま
れ
た
後
、

正
之
公
は
ど
ん
な
人
生
を
歩
ん
だ
の
か
。

名
君
と
呼
ば
れ
た
人
格
は
、

ど
の
よ
う
な
環
境
で
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
。

正
之
公
の
生
涯
を
振
り
返
る
。

　

保
科
正
之
は
慶
長
16（
１
６
１
１
）

年
、
徳
川
２
代
将
軍
秀ひ

で

忠た
だ

と
静（
後

の
浄じ

ょ
う

光こ
う

院い
ん

）の
子
と
し
て
生
ま
れ
た
。

側
室
を
持
た
な
か
っ
た
秀
忠
は
、
乳

母
・
大お

姥う
ば

殿ど
の

の
も
と
に
通
う
う
ち
に
、

侍
女
と
し
て
仕
え
て
い
た
お
静
を
見

初
め
、
寵ち

ょ
う

愛あ
い

し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

お
静
は
、
秀
忠
の
正
室
・
お
江え

与よ

の

方
の
怒
り
を
恐
れ
、武
田
信
玄
の
娘
・

信し
ん

松し
ょ
う

院い
ん

の
も
と
で
正
之
（
幼
名
幸こ

う

松ま
つ

）を
出
産
。
そ
の
後
、
お
静
と
幸

松
は
、
信
松
院
の
姉
・
見け

ん

性せ
い

院い
ん

の
も

と
で
か
く
ま
わ
れ
て
育
て
ら
れ
た
。

　

成
長
し
た
幸
松
の
身
を
案
じ
た
見

性
院
は
、
７
歳
に
な
っ
た
幸
松
と
お

静
を
信
州
高
遠
藩
藩
主
、
保
科
正ま

さ

光み
つ

に
託
し
た
。
正
光
は
、
秀
忠
の
内
諾

を
得
て
幸
松
を
養
子
と
し
て
迎
え
る
。

民
政
に
篤あ

つ

い
正
光
と
そ
の
部
下
の
教

育
が
、
後
の
正
之
の
人
格
に
影
響
し

た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

　

寛
永
８（
１
６
３
１
）
年
、
正
光

が
没
す
る
と
、
幸
松
は
名
前
を
正
之

と
改
め
、
高
遠
藩
３
万
石
の
２
代
藩

主
と
な
っ
た
。
翌
年
、
実
父
、
秀
忠

が
逝
去
。
義
兄
の
家
光
が
３
代
将
軍

の
地
位
に
就
い
た
。
家
光
は
弟
、
正

之
を
日
光
社
参
や
明
正
天
皇
即
位
祝

保
科
正
之
公
の
略
年
表

●
慶
長
16（
１
６
１
１
）年

　

５
月
７
日
、
徳
川
２
代
将
軍
秀
忠

　

と
お
静
の
方
の
子
と
し
て
江
戸
に

　

生
ま
れ
る
。
幼
名
は
幸
松
。

●
元
和
３（
１
６
１
７
）年

　

信
州
高
遠
城
主
、
保
科
正
光
の
養

　

子
に
な
り
、
高
遠
に
移
る
。

●
寛
永
８（
１
６
３
１
）年

　

養
父
、
保
科
正
光
が
江
戸
で
没
す

　

る
。
名
前
を
正
之
と
改
め
、
高
遠

　

藩
３
万
石
の
藩
主
に
な
る
。
従
五

　

位
下
の
爵
位
を
拝
命
、
肥
後
守
を

　

襲
名
す
る
。

●
寛
永
９（
１
６
３
２
）年

　

実
父
、
２
代
将
軍
秀
忠
が
没
す
る
。

　

母
、
お
静
の
方
は
仏
門
に
入
り
、

　

名
前
を
浄
光
院
と
改
め
る
。

●
寛
永
12（
１
６
３
５
）年

　

実
母
、
浄
光
院
が
没
す
る
。
高
遠

　

の
長
遠
寺
に
葬
り
、
名
を
浄
光
寺

　

と
改
め
る
。

●
寛
永
13（
１
６
３
６
）年

　

山
形
藩
20
万
石
の
藩
主
に
な
る
。

●
寛
永
20（
１
６
４
３
）年

　

会
津
藩
23
万
石
の
藩
主
に
な
る
。

　

朝
鮮
通
信
使
来
朝
。
正
之
が
応
接

　

の
役
を
担
う
。

賀
の
上
洛
に
随
行
さ
せ
る
な
ど
、
こ

と
の
ほ
か
気
に
か
け
た
。
こ
の
辺
り

か
ら
正
之
は
、
世
に
将
軍
の
子
と
し

て
認
め
ら
れ
て
い
っ
た
。

　

こ
の
こ
と
を
一
番
に
喜
ん
だ
母
、

浄
光
院
だ
っ
た
が
、
寛
永
12（
１
６

３
５
）年
に
病
の
た
め
逝
去
。
正
之

は
愛
す
る
母
を
高
遠
町
の
長
遠
寺
に

葬
り
、
名
を
浄
光
寺
と
改
め
た
。
そ

の
後
、
正
之
は
移
封
さ
れ
る
先
々
に

浄
光
寺
を
建
立
し
、
母
へ
の
祈
り
と

感
謝
の
気
持
ち
を
生
涯
忘
れ
な
か
っ

た
。

　

寛
永
13（
１
６
３
６
）年
に
は
出

羽
山
形
藩
20
万
石
を
拝
領
。
高
遠
時

代
か
ら
の
家
臣
や
新
た
な
士
官
希
望

者
と
と
も
に
内
政
を
確
立
。
当
時
、

幕
府
の
力
が
十
分
に
及
ば
な
か
っ
た

東
北
で
、
徳
川
家
の
拠
点
と
な
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
実
績
が
認
め
ら
れ
、

寛
永
20（
１
６
４
３
）
年
、
東
北
の

要
、
会
津
藩
に
入
封
さ
れ
た
。
会

津
の
23
万
石
の
ほ
か
、
南
会
津
の

５
万
１
２
０
０
石
余
り
を
私
領
同
様

と
し
て
預
け
ら
れ
た
正
之
は
、
名
実

と
も
に
徳
川
御
三
家
に
次
ぐ
大
名
と

な
っ
た
。
以
後
、
正
之
の
子
孫
の
会

津
松
平
家
が
幕
末
ま
で
会
津
藩
主
を

務
め
た
。

　

正
之
に
絶
大
な
信
頼
を
寄
せ
て
い

た
家
光
は
、
死
に
際
に
正
之
を
枕
元

に
呼
び
寄
せ
「
肥
後（
正
之
）よ
宗

家（
徳
川
家
）を
頼
み
お
く
」と
言
い

残
し
、
４
代
将
軍
家
綱
の
後
見
役
に

指
名
し
た
。

●
生
保
２（
１
６
４
５
）年

　

左
近
衛
権
少
将
を
受
任
、
家
綱
の

　

元
服
で
烏
帽
子
親
を
勤
め
る
。

●
慶
安
４（
１
６
５
１
）年

　

三
代
将
軍
家
光
が
危
篤
に
陥
る
。

　

将
軍
嗣
子
家
綱
の
後
見
役
を
正
之

　

に
依
頼
し
没
す
る
。

●
承
応
元（
１
６
５
２
）年

　

軍
制
改
革
を
実
施　

新
た
に
軍
令

　

・
軍
禁
・
家
中
掟
・
道
中
掟
を
定

　

め
る
。
幕
府
儒
医
土
岐
長
元
に
命

　

じ
、「
輔
養
編
」を
編
さ
ん
さ
せ
る
。

●
承
応
２（
１
６
５
３
）年

　

４
代
将
軍
家
綱
に
代
わ
っ
て
上
洛
。

　

従
三
位
中
将
を
下
さ
れ
る
も
、
家

　

綱
に
献
上
、
正
四
位
下
だ
け
を
受

　

け
る
。

●
承
応
３（
１
６
５
４
）年

　

玉
川
上
水
が
開
削
さ
れ
る
。

●
明
暦
元（
１
６
５
５
）年

　

社
倉
制
を
実
施
す
る
。

●
明
暦
３（
１
６
５
７
）年

　

江
戸
で
明
暦
の
大
火
が
お
き
る
。

　

江
戸
城
、
会
津
藩
芝
屋
敷
が
焼
け

　

る
。
回
向
院
建
立
。
米
蔵
解
放
。

　

正
之
の
嗣
子
正
頼
が
没
す
る
。

●
万
治
２（
１
６
５
９
）年

　

正
之
の
意
見
で
天
守
閣
の
な
い
江

　

戸
城
を
再
建
。

高遠藩主　保科正光
正光は、建福寺の鉄

て っ

舟
しゅう

和尚を学問の師に、有能
な藩士を守り役につけ、
幸松を育てた
建福寺（会津若松市）所蔵
写真協力／会津若松市

高遠城
春になると桜が咲き誇
る高遠町の名所

（長野県伊那市高遠町）
山形城
山形時代は、秋田の佐竹氏、
米沢の上杉氏、仙台の伊達
氏など反徳川勢力の押さえ
となった（山形県山形市）

若松城
正之公は、会津藩に入封すると次々と政令を出し、武家
だけではなく、民衆のための制度改革に取り組んだ。学
問も奨励し、庶民の学問所、稽古堂は、無税の上、年に
２両の修理費も支払われた（福島県会津若松市）
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猪
苗
代
に
は
、
磐
梯
山
の
総

鎮
守
磐
椅
神
社
が
あ
る
。
延
喜

式
の
古
い
神
社
で
、
会
津
若
松

市
の
蚕
養
国
神
社
や
会
津
美
里

町
の
伊
佐
須
美
神
社
と
同
じ
く

千
数
百
年
の
歴
史
が
あ
る
。
町

民
の
信
仰
の
対
象
は
、
古
く
か

ら
磐
椅
神
社
だ
っ
た
。

　

正
之
公
は
藩
内
の
神
社
仏
閣

の
整
備
を
行
う
な
ど
神
仏
を
大

事
に
し
た
人
物
。
自
身
を
磐
椅

神
社
の
近
く
に
埋
葬
す
る
よ
う

に
遺
言
し
て
い
る
。
磐
椅
神
社

へ
続
く
参
道
に
は
、
高
遠
以
来

の
家
臣
で
あ
る
田
中
正
玄
の
墓

も
あ
る
。
信
頼
を
寄
せ
た
家
臣

と
共
に
眠
り
た
い
。
そ
ん
な
思

い
も
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

数
十
年
前
、
土
津
神
社
を
参

拝
す
る
町
民
は
少
な
か
っ
た
。

正
之
公
は
、
猪
苗
代
だ
け
で
は

な
く
、
会
津
全
体
の
お
殿
様
。

会
津
の
守
護
神
と
し
て
土
津
神

社
に
祭
ら
れ
た
。
つ
ま
り
、
土

津
神
社
は
会
津
の
総
鎮
守
で
あ

る
。
そ
の
た
め
、
一
般
の
町
民

は
恐
れ
多
い
と
感
じ
て
、
参
拝

し
づ
ら
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

今
年
、
正
之
公
は
生
誕
４
０

０
年
を
迎
え
た
。
昨
年
か
ら
の

記
念
事
業
な
ど
と
相
ま
っ
て
、

正
之
公
に
対
す
る
注
目
は
徐
々

に
高
ま
っ
て
い
る
。
町
民
の
皆

さ
ん
も
神
社
を
訪
れ
、
私
た
ち

の
殿
様
の
功
績
に
思
い
を
は
せ

て
ほ
し
い
。

　

猪
苗
代
は
、
会
津
か
ら
見
て

鬼
門
の
方
角
に
位
置
し
て
い
る

と
同
時
に
、
会
津
の
守
り
を
考

え
る
上
で
重
要
な
戦
略
拠
点
だ
。

「
会
津
の
守
護
神
と
し
て
、
永

遠
に
神
に
仕
え
な
が
ら
会
津
の

民
を
守
っ
て
い
き
た
い―

」。

　

私
た
ち
の
リ
ー
ダ
ー
は
、
そ

ん
な
こ
と
も
考
え
て
い
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

土津神社　宮司

宮澤 重
し げ

正
ま さ

 さん

　

こ
の
遺
言
に
感
銘
し
た
正
之
は
、

寛
文
８（
１
６
６
８
）
年
に「
家
訓

十
五
カ
条
」を
制
定
。
家
訓
十
五
カ

条
は
、
将
軍
家
と
運
命
を
共
に
す
る

こ
と
な
ど
、
藩
の
指
針
を
示
し
た
憲

法
の
よ
う
な
も
の
。
以
降
の
藩
主
や

藩
士
は
、
こ
れ
を
忠
実
に
守
っ
た
。

　

家
綱
の
後
見
人
を
任
さ
れ
た
正
之

は
11
歳
の
家
綱
を
立
派
な
将
軍
に
す

る
た
め
、
将
軍
と
し
て
の
心
得
を
書

い
た
「
輔ほ

養よ
う

編へ
ん

」を
編
さ
ん
。
自
ら

も
教
育
に
当
た
っ
た
。

　

藩
政
で
は
、
次
々
と
政
令
を
出
し

て
諸
制
度
の
改
革
に
取
り
組
ん
だ
。

正
之
公
の
政
策
を
以
降
に
列
記
す
る
。

・
武
家
諸
法
度
、
軍
令
、
軍
禁
や
諸

　

掟
な
ど
を
発
令

・
殉
死
の
禁
止　

・
租
税
見
直
し
と
殖
産
興
業

●
寛
文
元（
１
６
６
１
）年

　

会
津
に
お
い
て
殉
死
を
禁
じ
る
。

　

こ
の
年
初
め
て
吉
川
惟
足
に
神
書

　

を
講
じ
さ
せ
る
。

●
寛
文
３（
１
６
６
３
）年

　

領
内
の
90
歳
以
上
の
高
齢
者
に
口

　

米
を
給
付
。

●
寛
文
４（
１
６
６
４
）年

　

民
間
学
校
・
稽
古
堂
を
開
校
。
米

　

沢
藩
、
正
之
の
奔
走
で
改
易
を
免

　

れ
る
。

●
寛
文
８（
１
６
６
８
）年

　

将
軍
か
ら
松
平
姓
と
葵
の
紋
の
使

　

用
を
許
可
さ
れ
る
が
正
之
は
辞
退
。

　

会
津
藩
家
老
田
中
正
玄
を
江
戸
に

　

呼
び「
家
訓
十
五
カ
条
」を
授
け
る
。

●
寛
文
10（
１
６
７
０
）年

　

23
年
振
り
に
会
津
に
帰
国

●
寛
文
11（
１
６
７
１
）年

　

吉
川
惟
足
か
ら
吉
川
流
四
重
奥
秘

　

を
伝
授
さ
れ
、
土
津
霊
神
の
霊
号

　

を
授
け
ら
れ
る
。

●
寛
文
12（
１
６
７
２
）年

　

会
津
に
帰
国
、
磐
椅
神
社
を
参
拝

　

し
、
寿
蔵
地
を
見
祢
山
に
定
め
る
。

　

12
月
18
日
未
明
、
正
之
、
箕
田
邸

　

で
没
す
る
。
享
年
62
歳
。

●
延
宝
元（
１
６
７
３
）年

　

３
月
27
日
、
正
之
見
祢
山
に
埋
葬

　

そ
の
他
に
も
、
危
機
に
備
え
て
米

を
備
蓄
す
る
社し

ゃ

倉そ
う

制（
危
機
管
理
制

度
）を
実
施
。
領
内
で
旅
人
や
商
人

が
病
気
に
な
っ
た
ら
医
療
を
施
す
こ

と（
救
急
医
療
制
度
）
や
90
歳
以
上

の
者
に
は
生
涯
扶ふ

持ち

米ま
い

を
支
給
す
る

こ
と（
年
金
）な
ど
近
代
日
本
の
社

会
保
障
制
度
の
礎
を
つ
く
っ
た
。

　

乞こ

食じ
き

を
集
め
て
職
業
訓
練
を
実
施

す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
福
祉

政
策
も
実
施
し
た
。

　

民
衆
の
生
活
を
第
一
に
考
え
、
時

代
に
合
わ
せ
た
独
自
の
政
策
を
展
開

し
た
正
之
。
そ
の
強
力
な
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
は
、
会
津
藩
の
人
口
を
大
幅

に
増
や
し
、
国
力
を
充
実
さ
せ
た
。

　

晩
年
、
神
道
に
入
っ
た
正
之
は
、

師
の
吉
川
惟こ

れ

足た
り

か
ら
神
道
最
高
の
奥

秘
を
伝
授
さ
れ
「
土
津
霊
神
」
の
霊

号
を
授
け
ら
れ
た
。
こ
れ
が
土
津
神

社
の
名
前
の
由
来
と
な
っ
て
い
る
。

　

寛
文
12（
１
６
７
２
）
年
、
会
津

に
戻
っ
た
正
之
は
、
磐
椅
神
社
を
参

拝
し
、
近
く
の
見
祢
山
を
寿
蔵
地
に

定
め
、
自
身
を
こ
の
地
に
埋
葬
す
る

よ
う
家
臣
に
命
じ
た
。
同
年
、
12
月

18
日
、
正
之
は
会
津
藩
下
屋
敷
箕
田

邸
で
惜
し
ま
れ
つ
つ
こ
の
世
を
去
っ

た
。
享
年
62
歳
だ
っ
た
。

　

生
前
の
遺
言
ど
お
り
、
正
之
は
見

祢
山
に
葬
ら
れ
、
土
津
神
社
が
建
立

さ
れ
た
。
民
衆
の
た
め
の
政
治
を
し
、

民
か
ら
神
の
よ
う
に
崇
め
ら
れ
た
正

之
は
、
見
祢
山
の
地
で
本
物
の
神
と

な
っ
た
。

　

さ
れ
る
。

●
延
宝
２（
１
６
７
４
）年

　

土
津
霊
神
碑
が
完
成
す
る
。

●
延
宝
３（
１
６
７
５
）年

　

土
津
神
社
が
造
営
さ
れ
る
。
土
田

　

堰
が
完
成
。
入
植
が
始
ま
る
。

●
慶
応
４（
１
８
６
８
）年

　

戊
辰
戦
争
で
土
津
神
社
が
焼
失
。

　

御
神
体
を
磐
椅
神
社
に
移
す
。

●
明
治
５（
１
８
７
２
）年

　

土
津
神
社
の
社
地
と
立
ち
木
な
ど

　

が
民
間
に
払
い
下
げ
ら
れ
る
が
、

　

翌
年
、
有
志
の
募
金
で
買
い
戻
す
。

●
明
治
13（
１
８
８
０
）年

　

土
津
神
社
社
殿
が
完
成
。
ご
神
体

　

を
移
す
。

●
大
正
４（
１
９
１
５
）年

　

土
津
神
社
増
改
築
が
終
了
。
社
格

　

の
昇
格
運
動
を
実
施
。

●
昭
和
47（
１
９
７
２
）年

　

保
科
正
之
公
３
０
０
年
祭
を
挙
行
。

●
昭
和
62
年（
１
９
８
７
）年

　

正
之
公
の
墳
墓
と
土
津
神
社
一
帯

　

が
国
史
跡
指
定
を
受
け
る

●
平
成
23（
２
０
１
１
）年

　

保
科
正
之
公
生
誕
４
０
０
年
祭
を

　

挙
行
。

土津神社絵図　（土津神社所蔵・福島県立博物館寄
託　写真提供／福島県立博物館）

会津の守護神、
正之公に思いを
はせて

1_ 正 之 公 の 墳 墓
（会津松平家墓所・
国指定史跡）
2_ 晩 年 の 正 之 公

（土津神社所蔵・
写真協力／会津若
松市）
3_ 磐椅神社

（猪苗代町）
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の
江
戸
城
天
守
閣
跡
の
よ
う
に
石
垣

だ
け
が
残
っ
た
。

　

民
衆
の
生
活
安
定
を
第
一
に
考
え

た
正
之
公
の
政
策
に
よ
っ
て
、
そ
の

お
金
は
全
て
民
衆
の
た
め
に
、
町
の

復
興
の
た
め
に
使
わ
れ
た
。

玉
川
上
水
の
開
削

　

民
の
暮
ら
し
を
第
一
に
考
え
た
の

は
、
何
も
災
害
時
だ
け
で
は
な
い
。

明
暦
の
大
火
か
ら
さ
か
の
ぼ
る
こ
と

３
年
、
急
激
な
発
展
と
人
口
増
加
を

遂
げ
る
江
戸
で
は
飲
料
水
不
足
が
深

刻
化
し
て
い
た
。
そ
こ
で
正
之
公
は

水
不
足
解
消
の
た
め
、
玉
川
上
水
の

開
削
を
計
画
し
た
。

　

多
摩
川
の
水
を
江
戸
に
引
き
込
む

と
い
う
、
当
時
と
し
て
は
大
規
模
な

工
事
。
膨
大
な
費
用
に
幕
閣
か
ら
は

反
対
意
見
も
出
た
。
し
か
し
、
江
戸

市
民
の
生
活
の
た
め
に
は
水
が
必
要

だ
と
い
う
正
之
公
の
主
張
が
受
け
入

れ
ら
れ
、
玉
川
上
水
は
完
成
し
た
の

だ
っ
た
。

　

常
日
頃
か
ら
民
衆
を
第
一
に
考
え

て
き
た
正
之
公
は
、
明
暦
の
大
火
と

い
う
非
常
時
に
も
、
そ
の
後
の
復
興

期
に
も
見
事
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

発
揮
し
た
。

　

地
域
で
の
消
火
設
備
や
日
常
の
防

火
体
制
の
強
化
、
地
域
住
民
の
連
帯

感
の
醸
成
。
こ
れ
ら
の
教
訓
が
、
大

震
災
後
の
現
代
に
生
き
る
私
た
ち
に

求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

明暦の大火当時の浅草門。
牢獄からの罪人解き放ちを

「集団脱走」と誤解した役
人が門を閉ざしたため、逃
げ場を失った多数の避難民
が炎に巻かれ、塀を乗り越
えた末に堀に落ちていく様
子（「むさしあぶみ」より
東京都立中央図書館特別文
庫室所蔵）

明
暦
の
大
火
か
ら
の
復
興

　

明
暦
の
大
火
は
、明
暦
３（
１
６
５

７
）年
１
月
、
江
戸
で
発
生
し
た
大

規
模
火
災
。
外
堀
以
内
の
ほ
ぼ
全

域
、
天
守
閣
を
含
む
江
戸
城
、
多

数
の
大
名
屋
敷
や
市
街
地
の
大
半
を

焼
失
し
た
。
江
戸
の
６
割
に
当
た

る
４
万
８
千
戸
が
被
災
し
、
10
万
人

以
上
の
死
者
を
出
し
た
（
３
万
か
ら

10
万
と
資
料
に
よ
り
異
な
る
）と
伝

え
ら
れ
る
大
惨
事
だ
っ
た
。
延
焼
面

積
、
死
者
数
共
に
江
戸
時
代
最
大
で

江
戸
の
三
大
火
の
筆
頭
に
挙
げ
ら
れ

て
い
る
。

　

こ
の
大
火
の
鎮
圧
に
当
た
っ
た
の

が
正
之
公
で
、
被
災
者
救
済
の
た
め

に
６
カ
所
で
７
日
間
の
炊
き
出
し

を
行
っ
た
。「
犠
牲
者
を
そ
の
ま
ま

に
し
て
お
く
こ
と
は
で
き
な
い
」と
、

幕
府
の
費
用
で
埋
葬
や
供
養
を
実
施

し
た
。

　

浅
草
に
あ
っ
た
幕
府
の
米
蔵
に
火

が
迫
っ
た
際
に
は「
消
火
を
手
伝
っ

た
者
は
自
由
に
米
を
持
ち
出
し
て

よ
い
」と
発
令
。
民
衆
と
協
力
し
て
、

見
事
米
蔵
へ
の
延
焼
を
防
ぎ
、
米
蔵

を
守
っ
た
。
民
衆
が
持
ち
帰
っ
た
米

は
、
そ
の
ま
ま
被
災
者
の
救
済
に
回

り
、
ま
さ
に
一
石
二
鳥
の
結
果
と

な
っ
た
。

　

火
災
後
は
、
大
名
、
旗
本
や
御
家

人
だ
け
で
な
く
、
町
人
も
対
象
と
し

た
家
屋
再
建
費
用
の
給
付
を
実
施
。

身
分
制
社
会
の
中
で
、
格
の
差
は

正之公に学べ
江戸時代最大の大火事「明暦の大火」。
東日本大震災の被害に見舞われた今年、
江戸時代の災害対応やその後の復興策に、にわかに注目が集まった。
その中心にいたのは正之公。
民衆の暮らしを第一に考えた正之公の施策などから、
私たちが学ぶべき事とは

あ
っ
た
が（
例
え
ば
町
屋
で
は
間
口

１
軒
に
付
き
３
両
１
分
）、
合
わ
せ

て
16
万
両
も
の
金
が
民
衆
の
生
活
を

支
え
る
た
め
に
つ
ぎ
込
ま
れ
た
。

　

そ
の
後
も
、
参
勤
交
代
で
江
戸
に

い
た
大
名
た
ち
を
国
に
帰
し
、
江
戸

の
人
口
を
一
時
的
に
少
な
く
す
る
こ

と
で
米
価
や
材
木
の
価
格
の
高
騰
を

抑
え
る
な
ど
、
斬
新
な
発
想
で
江
戸

の
復
興
に
努
め
た
。

　

防
火
対
策
と
し
て
は
、
上
野
広
小

路
の
よ
う
な
道
路
の
拡
幅
、
延
焼
防

止
帯
や
火ひ

除よ
け

地ち

な
ど
を
設
置
し
た
。

そ
し
て
、
災
害
時
の
迅
速
な
避
難
の

た
め
橋
を
増
設
し
、
同
時
に
橋
を
火

災
か
ら
守
る
火
除
地
の
設
置
、
近
く

に
は
避
難
場
所
と
な
る
緑
地
も
設
け

た
。
ま
た
耐
火
建
築
と
し
て
、
土
蔵

造
や
瓦
葺
屋
根
な
ど
を
奨
励
す
る
な

ど
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
ん
だ
こ
と
も
特
筆
す
べ
き
だ
ろ

う
。

　

定じ
ょ
う

火び

消け
し

制
度
が
創
設
さ
れ
る
と
と

も
に
、
町
人
た
ち
の
間
で
自
主
的
防

火
組
織
が
発
足
し
た
の
も
こ
の
大
火

の
後
だ
っ
た
。

　

大
火
で
被
災
し
た
江
戸
城
の
復
旧

で
は
、
天
守
閣
の
再
建
を
め
ぐ
っ
て

老
中
た
ち
と
真
っ
向
か
ら
対
立
し
た
。

天
守
閣
の
再
建
が
急
務
で
あ
る
と
主

張
す
る
老
中
た
ち
に
対
し
、
正
之
公

は
「
江
戸
の
復
興
と
民
政
の
安
定
こ

そ
が
重
要
。
無
用
の
長
物
に
金
を
か

け
る
べ
き
で
は
な
い
」
と
主
張
。
結

局
、
天
守
閣
は
再
建
さ
れ
ず
、
現
在

１．学びいなで開催された「保
科正之公生誕 400 年記念パ
ネル展」。町内はもとより県
内外から多くの人が足を運ん
だ。写真は退職後などに活躍
する「地域のリーダー」を育
成するため学習をする会津若
松市河東公民館の「わくわく
夢塾」のメンバー。参加した
17 人は「猪苗代の偉人を考え
る会」の鈴木清孝さんから説
明を受けながら、正之公の功
績などについて学んだ。

２．日本初の上水道として完
成した玉川上水の取り入れ口

（東京都羽村市）。正之公の時
代から有効に利用され、現在
でも一部が東京都民に飲料水
を提供している。

３．江戸城天守閣跡（東京都
千代田区）　明暦の大火後、
再建されなかったせいか、江
戸城に天守閣があったことは
あまり知られていない

1
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皆
さ
ん
が
考
え
る
正
之
公
の
魅
力

や
優
れ
た
点
と
は

江
花
俊
和
さ
ん（
以
下　

江
）

　

正
之
公
の
大
き
な
功
績
は
、
幕ば

っ

閣か
く

の
古
い
体
質
を
変
え
た
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
。
ま
ず
驚
か
さ
れ
る
の
は
、

そ
の
発
想
力
だ
。

　

当
時
の
幕
閣
た
ち
は
、
御
金
蔵
に

あ
る
16
万
両
を
戦
争
の
た
め
の
軍
資

金
と
し
か
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。
し

か
し
、
正
之
公
は
、
明
暦
の
大
火
の

時
に
こ
の
金
を
民
衆
の
救
済
に
当
て

た
。
長
年
の
慣
習
か
ら
転
換
し
、
民

衆
第
一
の
考
え
か
ら
、
反
対
す
る
幕

閣
を
説
得
し
て
成
し
遂
げ
る
。
そ
の

発
想
力
、
素
早
い
機
転
と
行
動
力
が

東
日
本
大
震
災
後
に
注
目
さ
れ
て
い

る
正
之
公
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
だ
。

小
檜
山
六
郎
さ
ん（
以
下　

小
）

　

時
代
の
先
を
読
む
優
れ
た
先
見
性

を
持
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
戦
国
時

代
か
ら
平
和
な
時
代
へ
の
過
渡
期
、

民
政
の
安
定
を
図
ら
な
け
れ
ば
、
幕

府
が
危
う
く
な
る
と
い
う
時
代
の
流

れ
に
気
付
い
た
。
武ぶ

断だ
ん

政
治
か
ら
文ぶ

ん

治ち

政
治
へ
の
転
換
を
果
た
し
た
役
割

は
大
き
い
。

鈴
木
清
孝
さ
ん
（
以
下　

鈴
）

　

時
代
の
変
革
の
中
に
あ
っ
て
も
、

常
日
頃
か
ら
勉
強
を
怠
ら
ず
、
儒
学
、

朱
子
学
や
神
道
と
い
ろ
い
ろ
な
も
の

を
学
ん
で
知
識
や
人
格
を
高
め
て

い
っ
た
。
そ
れ
が
い
ろ
い
ろ
な
人
か

ら
慕
わ
れ
た
理
由
だ
。
玉
川
上
水
の

建
設
な
ど
、
新
し
い
政
策
を
打
ち
出

て
ほ
し
か
っ
た
か
ら
だ
。
正
之
公
は
、

会
津
や
猪
苗
代
だ
け
で
は
な
く
、
日

本
の
誇
り
と
言
っ
て
も
い
い
人
物
。

民
衆
の
た
め
に
こ
れ
だ
け
の
功
績
を

残
し
た
政
治
家
は
、
日
本
の
歴
史
上

い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
さ
え
思
う
。

鈴　

皆
さ
ん
が
正
之
公
の
こ
と
を
よ

く
知
り
、
誇
り
を
持
つ
こ
と
は
地
域

へ
の
愛
着
に
も
つ
な
が
る
。
ま
た
今

回
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
官
民
が
一
体

と
な
っ
た
協
働
の
意
識
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
た
。

小　

近
年
ま
で
、
正
之
公
や
猪
苗
代

兼
載
な
ど
の
偉
人
の
功
績
が
歴
史
の

中
に
埋
も
れ
て
い
た
。
生
誕
４
０
０

年
を
節
目
に
、
こ
う
し
た
偉
人
の
功

績
を
顕
彰
し
、
そ
れ
を
人
づ
く
り
、

地
域
づ
く
り
に
生
か
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
だ
。

江　

私
た
ち
の
活
動
の
目
的
は
、
ま

さ
に
そ
こ
に
あ
る
。

　

震
災
か
ら
の
復
興
に
も
、
新
し
い

猪
苗
代
、
新
し
い
福
島
を
作
っ
て
い

く
た
め
に
も
、
正
之
公
の
よ
う
な
強

力
な
リ
ー
ダ
ー
が
必
要
だ
。
そ
う
い

う
人
材
が
今
、
求
め
ら
れ
て
い
る
。

政
策
も
実
施
し
て
い
る
。

江　

会
津
藩
で
は
、
殖
産
興
業
に
も

力
を
入
れ
た
。
商
人
や
旅
人
が
会
津

で
病
気
に
な
る
と
、
藩
が
そ
の
面
倒

を
見
る
と
い
う
福
祉
制
度
を
つ
く
っ

た
。
会
津
に
行
く
の
は
安
心
だ
と
い

う
こ
と
で
、
商
人
や
旅
人
が
ど
ん
ど

ん
会
津
を
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
、
藩

が
栄
え
た
。

小　

こ
れ
は
日
本
初
の
商
工
観
光
政

策
か
も
し
れ
な
い（
笑
）。

―

挙
げ
れ
ば
き
り
が
な
い
ほ
ど
の
正

之
公
の
功
績
や
美
徳
が
、
な
ぜ
今
ま

で
知
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

江　

一
つ
は
、
幕
末
に
朝
敵
と
な
っ

て
し
ま
っ
た
た
め
に
、
明
治
政
府
に

よ
っ
て
、
会
津
藩
の
歴
史
が
長
い
間

闇
に
葬
ら
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
。
も

う
一
つ
は
、
正
之
公
自
身
が
自
分
の

功
績
を
残
す
こ
と
を
嫌
っ
た
か
ら
だ

と
思
う
。

小　

４
代
の
家
綱
公
が
ま
だ
11
歳
と

幼
か
っ
た
た
め
、
自
分
の
功
績
を
全

て
家
綱
公
の
も
の
に
し
て
し
ま
っ
た
。

家
綱
公
の
三
大
美
事
も
正
之
公
の
立

案
。
ナ
ン
バ
ー
２
に
徹
し
た
と
い
う

こ
と
だ
ろ
う
。

大
事
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

は
、
正
之
公
の
頃
か
ら
変
わ
っ
て
い

な
い
で
す
ね
。

三
人　

全
く
変
わ
っ
て
い
な
い
。

鈴　

震
災
自
体
は
不
幸
な
出
来
事
だ

が
、
震
災
後
、
正
之
公
が
急
激
に
注

目
さ
れ
始
め
た
こ
と
に
う
れ
し
さ
を

感
じ
た
。

江　

現
代
に
正
之
公
が
い
た
ら
、
復

興
対
策
な
ど
は
も
の
す
ご
い
ス
ピ
ー

ド
で
行
わ
れ
て
い
た
は
ず
だ
。
被
災

者
の
こ
と
を
第
一
に
考
え
、
お
金
は

い
く
ら
か
か
っ
て
も
い
い
か
ら
、
と

に
か
く
や
れ
と
。
各
大
臣
や
各
省
庁

を
動
か
し
て
、
そ
ん
な
号
令
を
出
し

て
い
た
と
想
像
で
き
る
。

鈴　

災
害
時
だ
け
で
は
な
く
、
平
時

か
ら
特
に
人
を
大
事
に
す
る
、
人
を

育
て
る
と
い
う
こ
と
に
努
力
を
惜
し

ま
な
か
っ
た
。

　

お
寺
や
私
塾
が
中
心
だ
っ
た
頃
に
、

日
本
で
初
め
て
、
身
分
を
問
わ
ず
学

問
を
学
べ
る
稽
古
堂
を
造
っ
た
。
そ

れ
が
同
じ
く
日
本
初
の
藩
校「
日
新

館
」の
建
設
に
つ
な
が
っ
た
。
ま
た
、

90
歳
以
上
の
老
人
に
は
、
老
齢
扶ぶ

持ち

と
し
て
米
を
支
給
す
る
な
ど
、
福
祉

周
囲
か
ら
認
め
ら
れ
る
実
力
を
持
っ

て
い
た
と
い
う
こ
と
だ
。

江　

明
暦
の
大
火
が
起
こ
っ
た
時
の

さ
ま
ざ
ま
な
対
応
は
圧
巻
だ
。
当
時
、

あ
の
発
想
が
で
き
た
人
は
幕
閣
に
い

な
か
っ
た
。
火
災
の
後
は
、
区
画
整

理
、
橋
の
増
設
、
上
野
広
小
路
の
よ

う
な
道
路
拡
張
な
ど
、
ま
ち
づ
く
り

に
も
次
々
と
手
を
打
っ
た
。

鈴　

そ
の
素
早
さ
に
は
驚
く
ば
か
り
。

常
日
頃
か
ら
積
み
上
げ
た
人
徳
や
見

識
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
幕
閣
た
ち

も
従
っ
た
の
だ
ろ
う
。

小　

関
東
大
震
災
後
の
復
興
計
画
を

立
て
た
後
藤
新
平
と
比
較
さ
れ
る
こ

と
も
多
い
が
、
そ
れ
ほ
ど
の
大
事
業

だ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。

　

都
市
と
災
害
は
切
り
離
せ
な
い
。

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い

か
な
い
と
再
発
し
て
し
ま
う
。
そ
こ

ま
で
考
え
て
い
た
。

江　

民
衆
を
第
一
に
考
え
た
の
で
、

江
戸
城
の
天
守
閣
を
再
建
せ
ず
に
そ

の
金
を
町
の
復
興
に
使
っ
た
。
幕
閣

た
ち
の
猛
反
対
す
る
様
子
が
目
に
浮

か
ぶ
よ
う
だ
。

―

災
害
の
時
に
人
が
す
べ
き
こ
と
、

考察  保科正之公
　　　　　この町にゆかりのある偉人がいる。
　　　郷土が生んだ偉人の遺徳・偉業を顕彰したい。

「猪苗代の偉人を考える会」は、こうして立ちあがった。
　　　　　同会の中心として活躍する３人に
  正之公について、この町の未来について語ってもらう

SU
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  RO
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U
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し
て
い
く
中
で
も
、

反
対
し
た
老
中
た

ち
を
こ
と
ご
と
く

説
得
し
て
し
ま
っ

た
。
そ
れ
に
よ
っ

て
周
り
も「
正
之

公
の
言
う
こ
と
は

正
し
い
」と
な
る
。

　   江花 俊
と し

和
か ず

 さん

猪苗代の偉人を考える会会
長のほか、猪苗代山岳会長
も務める。歴史にも自然に
も詳しい猪苗代町の達人

　 小檜山 六
ろ く

郎
ろ う

 さん

野口英世博士に関する著書
を執筆するなど、猪苗代兼
載も含めた猪苗代の三大偉
人に関する造詣が深い

江　

私
た
ち
が
生

誕
４
０
０
年
記

念
事
業
を
実
施
し

た
の
は
、
こ
う
し

た
立
派
な
人
物
が
、

猪
苗
代
に
眠
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と

を
皆
さ
ん
に
知
っ

　   鈴木 清
き よ

孝
た か

 さん

猪苗代の偉人を考える会事
務局長のほか、いなわしろ
民話の会会長も務める。民
話の語りなどで活躍する
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      佐藤 幸
こ う

生
き

 さん 　
　
　

沢
町
で
自
主
防
災
活
動
へ
の

　
　
　

取
り
組
み
が
本
格
化
し
た

の
は
８
年
前
。
第
24
区
自
治
会
で
は
、

17
年
４
月
に
自
主
防
災
組
織（
以
下

自
主
防
）を
設
置
。
以
来
、
宮
城
県

沖
地
震
を
想
定
し
た
各
種
訓
練
に
取

り
組
ん
で
き
た
。

　

高
い
防
災
意
識
と
強
力
な
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
持
つ
佐
藤
幸
生
さ
ん

の
指
導
の
下
、
目
標
を
持
っ
て
訓
練

に
臨
み
、
達
成
で
き
な
か
っ
た
も
の

は
次
回
の
訓
練
で
克
服
す
る
。
そ
れ

を
毎
回
繰
り
返
し
て
き
た
の
だ
。

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
余
震
を
含

め
震
度
６
弱
を
３
度
も
観
測
、
本
町

を
大
き
く
上
回
る
被
害
を
受
け
な
が

ら
も
、
犠
牲
者
を
出
さ
な
か
っ
た
。

そ
れ
は
、
何
度
も
何
度
も
繰
り
返
さ

れ
た
訓
練
の
成
果
に
他
な
ら
な
い
。

　

徹
底
的
に
リ
ア
ル
さ
を
求
め
る
同

自
治
会
の
訓
練
は
、
最
後
ま
で
シ
ナ

リ
オ
を
明
か
さ
な
い
。

　

訓
練
に
参
加
し
た
人
の
中
で
「
あ

な
た
は
救
助
係
」「
あ
な
た
は
炊
き

出
し
係
」
と
役
割
が
決
ま
る
。
け
が

人
の
手
当
て
、
心
肺
蘇
生
、
捜
索
や

炊
き
出
し
な
ど
、
全
て
が
現
在
進
行

形
で
進
ん
で
ゆ
く
の
だ
。

　
「
災
害
時
に
誰
が
い
る
か
な
ん
て

分
か
ら
な
い
。
そ
の
場
に
い
る
人
た

ち
が
、
何
の
役
割
で
も
こ
な
せ
る
こ

と
が
大
前
提
。
い
ざ
と
い
う
時
の
た

め
に
、
普
段
か
ら
何
が
で
き
て
、
何

が
で
き
な
か
っ
た
か
を
確
認
す
る
こ

と
が
必
要
だ
」と
佐
藤
さ
ん
は
力
を

込
め
る
。

　
　
　

日
本
大
震
災
で
は
、
町
中
の

　
　
　

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
寸
断
さ
れ

た
。
自
主
防
は
、
地
域
の
一
人
暮
ら

し
や
高
齢
者
世
帯
を
全
て
回
っ
て
安

否
を
確
認
し
、
避
難
所
へ
誘
導
し
た
。

だ
が
、
指
定
避
難
所
の
自
治
会
館
は

強
い
揺
れ
で
損
壊
し
て
い
た
。
外
は

追
い
打
ち
を
か
け
る
よ
う
な
雪
。
そ

こ
で
、
隣
家
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
を

借
り
、
暖
房
器
具
や
毛
布
を
持
ち

寄
っ
て
一
晩
を
過
ご
し
た
。

　
「
倒
れ
な
い
、
壊
れ
な
い
、
雪
が

積
も
っ
た
ら
揺
ら
せ
ば
落
ち
る
」。

普
段
か
ら
、
災
害
時
に
ビ
ニ
ー
ル

ハ
ウ
ス
は
利
用
で
き
る
こ
と
を
話
し

合
っ
て
い
た
か
ら
こ
そ
の
行
動
だ
っ

た
。
翌
日
に
は
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
に
米
や
野
菜
を
持

ち
寄
っ
て
、
避
難
所
を
開
設
し
た
。

　
　
　

筆
す
べ
き
こ
と
は
、
震
災
翌

　
　
　

日
か
ら
壊
滅
的
な
被
害
を
受

け
た
沿
岸
部
へ
の
支
援
活
動
を
開
始

し
た
こ
と
だ
。
自
分
た
ち
が
被
災
し

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
隣
接
す

る
宮
城
県
気
仙
沼
市
に
救
援
物
資
を

命
を
守
る
鍵
は 

地
域
の
絆 

自
主
防
災
組
織
の
先
進
地　

岩
手
県
一
関
市
藤
沢
町　

第
24
区
自
治
会

1_ リヤカーを再利用した「人力
救急車」は、車が通れない道で
負傷者や病人などを搬送する
2_ 応急手当の訓練の様子。ど
の住民も応急手当や心肺蘇生の
方法を知り、実践できるという
3_ 炊き出し訓練は、その日の
天候や参加者の人数などによっ
てメニューを決める

「
今
ま
で
の
訓
練
は
、
ま
さ
に
こ
の
時
の
た
め
だ
っ
た―

」。

東
日
本
大
震
災
の
後
、町
民
の
一
人
は
自
信
を
持
っ
て
そ
う
答
え
た
。

岩
手
県
一
関
市
藤
沢
町
。

東
北
地
方
を
代
表
す
る
自
主
防
災
組
織
と
し
て
、

全
国
に
そ
の
名
を
知
ら
れ
る
、
同
町
の
第
24
区
自
治
会
。

そ
こ
に
は
現
代
の
正
之
公
が
い
た
。【
取
材
協
力
＝
一
関
市
市
政
情
報
課
】

震災直後は、私たちより困っている人が大
勢避難していた。その人たちを助けたいと
思い、炊き出しに参加した。その時に避難
していた人とは、今でも交流が続いている

震災時は家族の無事を確認し、すぐに消防
団員として活動した。地区の人も安否確認
などを手伝ってくれた。あらためて非常時
には地域との協力が必要不可欠だと感じた

地域との協力は
必要不可欠だ

遠藤 涼
り ょ う

介
す け

 さん
（新屋敷）

Profile　16 年に町自治会協議会が主催
した地域防災リーダー養成研修を終了
し、第 24 区防災リーダーに。一関市消
防本部消防長から消防・防災セミナー指
導者の認定を受け、地域防災活動の中心
的役割を担っている。

無駄のない訓練ほど
無駄なものはない

届
け
た
り
、
炊
き
出
し
を
し
た
り
し

た
。
現
在
も
継
続
的
な
支
援
活
動
を

行
っ
て
い
る
。

　

同
時
広
域
的
に
発
生
す
る
大
規
模

災
害
で
は
、
消
防
や
行
政
の
支
援
の

手
が
届
く
ま
で
に
は
数
日
か
か
る
。

そ
れ
ま
で
は
自
力
で
生
き
延
び
る
し

か
な
い
。
藤
沢
町
は
同
自
治
会
だ
け

で
な
く
、
町
内
に
41
あ
る
全
て
の
自

主
防
が
、
自
主
的
に
住
民
の
安
否
確

認
や
避
難
誘
導
を
行
っ
た
。

　
「
自
主
防
は
組
織
す
る
こ
と
が
目

的
で
は
な
い
。
大
事
な
こ
と
は
、
災

害
時
に
、
そ
れ
が
確
実
に
機
能
す

る
か
ど
う
か
だ
」と
話
す
佐
藤
さ
ん
。

そ
の
前
提
と
し
て「
日
頃
か
ら
隣
近

所
や
地
域
と
の
信
頼
関
係
を
築
く
こ

と
が
大
切
」と
語
る
。

　

同
自
治
会
は
、
余
っ
た
田
ん
ぼ
を

利
用
し
、
隣
接
す
る
５
つ
の
自
治
会

と
共
に
復
興
水
田「
が
ん
ば
っ
田
」

を
開
設
。
町
内
に
移
り
住
ん
だ
沿
岸

　訓練は「命を守るため」にある。だ
が、多くの防災訓練はあらかじめ想定
が周知され、役割や行動が決められて
いる。分刻みで時間が設定され、シナ
リオ通りに進んでゆく訓練を「真の訓
練」と言えるのだろうか。
　東日本大震災では「想定外」という
言葉が何度も使われたが、災害にシナ
リオはない。リーダーがいなくても機
能する自主防災組織、どんな状況でも
対応できる自主防災活動が重要だ。そ
のためには、普段から「何ができて、
何ができないのか」を知らなければな
らない。無駄のない訓練ほど無駄なも
のはない。本気で訓練に臨み、無駄や
失敗を繰り返すことで、本当に必要な
ことが見えてくるからだ。
　ビニールハウスが有効利用できるこ
とも、人力救急車の制作も、酒を酌み
交わす中で出てきたアイデア。普段か
ら地域の人とコミュニケーションを取
り合い、話し合いを重ねてほしい。そ
れこそが、地域の住民機能を最大限に
生かした自主防災組織をつくることに
つながるのだ。

【DATA】一関市と旧藤沢町は９
月 26 日に合併し、12 万都市の
新一関市が誕生した。藤沢町の
自主防組織率は、現在 95.3％。
震災直後から自治会や各種団体
が、沿岸部の被災地に対する支
援活動を継続中。現在も約 200
人の被災者を受け入れている。

部
の
人
た
ち
と
一
緒
に
田
植
え
や
稲

刈
り
を
行
い
、
収
穫
し
た
あ
き
た
こ

ま
ち
約
１
ト
ン
を「
復
興
支
援
米
」

と
し
て
そ
の
人
た
ち
に
配
っ
た
。

　
「
こ
う
し
た
活
動
も
一
緒
に
復
興

を
目
指
す
気
持
ち
を
伝
え
る
、
心
の

支
援
の
一
つ
」と
佐
藤
さ
ん
は
話
す
。

　
　
　

年
、
高
齢
化
や
核
家
族
化
が

　
　
　

進
み
、
家
庭
の
防
災
力
は
低

下
、
地
域
の
連
帯
感
も
薄
れ
て
き
て

い
る
。
防
災
の
基
本
は「
助
け
合
い
」。

ま
ず
は
自
分
、
次
に
家
族
、
そ
し
て

隣
近
所
や
地
域
へ
と
、
足
元
か
ら
支

援
を
広
げ
て
い
く
防
災
の
構
図
が
欠

か
せ
な
い
。

　

震
災
の
翌
日
か
ら
支
援
活
動
を
開

始
し
た
藤
沢
町
の
自
主
防
。

自
分
た
ち
の
命
を
守
る
た
め
に
も
、

復
興
を
支
え
る
た
め
に
も「
地
域
の

絆
」が
大
切
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を

実
践
で
証
明
し
て
い
る
。

藤

東特近

倒壊した建物から町民を救出する訓練に挑む第 24 区レスキュー隊「Disaster  Rescue  Team24」

岩手県

一関市

藤沢町

町消防団第５分団

困っている人の
ために炊き出し

宇月 静
し ず

子
こ

 さん
（新北町）

町婦人連絡協議会長

2

3
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　   猪苗代警察署　長瀬駐在所

　   福田 真
し ん

也
や

 さん

　
　
　

日
本
大
震
災
で
震
度
６
強
を

　
　
　

観
測
し
、
そ
の
後
の
原
発
事

故
に
よ
っ
て
避
難
勧
告
が
出
さ
れ
た

双
葉
町
。
同
町
で
は
、
全
町
民
が
町

外
に
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
県
内

の
市
町
村
や
埼
玉
県
加
須
市
な
ど
で

生
活
し
て
い
る
。

　

町
内
川
桁
に
同
町
が
建
設
し
た
仮

設
住
宅
に
は
、
10
月
か
ら
８
世
帯
が

入
居
。
本
町
か
ら
復
興
を
目
指
し
て

い
る
。

　
　
　

田
城し

ろ

行ゆ
き

さ
ん
、
美み

由ゆ

紀き

さ
ん

　
　
　

宅
は
そ
の
一
軒
。
猪
苗
代
で

の
暮
ら
し
を
決
め
た
理
由
は「
二
人

の
子
ど
も
た
ち
の
生
活
を
考
え
て
」

だ
っ
た
。

　
「
４
月
下
旬
か
ら
リ
ス
テ
ル
猪
苗

代
に
来
た
。
猪
苗
代
は
県
内
で
放
射

線
量
が
比
較
的
低
い
地
域
で
あ
り
、

同
じ
双
葉
町
か
ら
来
た
人
も
多
い
、

子
ど
も
た
ち
に
は
い
い
条
件
だ
と

思
っ
た
」と
会
田
さ
ん
は
振
り
返
る
。

　

県
外
の
小
学
校
で
は
、
福
島
か
ら

転
校
し
た
子
ど
も
が
い
じ
め
ら
れ
た

例
も
あ
っ
た
。
子
ど
も
た
ち
が
新
し

い
学
校
に
馴
染
め
る
の
か
不
安
だ
っ

た
が
、
そ
れ
は
取
り
越
し
苦
労
に
終

わ
っ
た
。
東
中
学
校
に
転
入
し
た
長

男
聖せ

い

矢や

さ
ん
、
長
瀬
小
学
校
に
転
入

し
た
次
男
拓た

く

矢や

さ
ん
に
は
、
す
ぐ
に

新
し
い
友
達
が
で
き
た
。

　
　
　

月
に
完
成
し
た
仮
設
住
宅
に

　
　
　

は
、
同
じ
よ
う
な
子
ど
も
が

い
る
家
族
が
入
居
し
て
い
る
。
も
と

民
衆
の
暮
ら
し
を
第
一
に
考
え
、

会
津
藩
は
も
と
よ
り
、国
中
に
民
政
を
敷
い
た
正
之
公
。

人
間
一
人
一
人
が
大
切
だ
と
い
う
こ
と

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
大
切
だ
と
い
う
こ
と
は
、

正
之
公
の
時
代
か
ら
変
わ
ら
な
い
。

き
っ
と
、
こ
れ
か
ら
も―

。

地域の皆さんの
安全安心に努めていく

も
と
双
葉
町
の
小
学
校
以
来
の
知
り

合
い
だ
が
、
現
在
は
仮
設
住
宅
の
自

治
会
と
し
て
新
し
い
近
所
付
き
合
い

が
始
ま
っ
て
い
る
。

　
「
双
葉
町
や
学
校
の
情
報
な
ど
を

共
有
で
き
て
役
立
っ
て
い
る
。
親
戚

や
知
り
合
い
が
い
な
い
土
地
で
、
自

分
た
ち
だ
け
だ
っ
た
ら
ど
ん
な
に
心

細
か
っ
た
か
。
地
域
の
付
き
合
い
の

大
切
さ
を
感
じ
て
い
る
」と
話
す
会

田
さ
ん
。

　
「
こ
れ
か
ら
冬
を
迎
え
、
雪
の
多

い
季
節
に
な
る
の
で
、
住
宅
の
近
所

の
人
や
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
の
人
な
ど

も
心
配
し
て
声
を
掛
け
て
く
れ
た
。

皆
さ
ん
優
し
い
で
す
ね
」と
笑
顔
を

見
せ
る
。
地
域
と
の
交
流
は
、
自
治

会
以
外
へ
も
少
し
ず
つ
広
が
り
を
見

せ
て
い
る
。

　
　
　

つ
て
正
之
公
に
よ
っ
て
会
津

　
　
　

藩
に
も
た
ら
さ
れ
た
五
人
組

　東日本大震災に派遣され、浪江
町などでの捜索活動を行った後、
５月から猪苗代警察署長瀬駐在所
に赴任した。
　川桁に「猪苗代町上川原応急仮
設住宅」が完成し、8 世帯が入居
した。皆さん穏やかな人ばかりだ
が、ここに避難するまでの間には、
辛いこともたくさんあったようだ。
同じ福島県民として、そして警察
官として、皆さんが犯罪に遭わず、
安心して暮らせるように訪問活動
などを続けていきたい。
　これから猪苗代は厳しい冬を迎
える。新しくこちらに来た皆さん
にとっては、慣れない雪道の運転
や雪かたしなど心配は尽きない。
いわきナンバーの車両には車間距
離を十分取るなど、思いやりのあ
る運転をしてほしい。まったく知
らない土地での暮らしで、不安を
抱えている人も多い。町内の皆さ
んも共に助け合ってほしい。この
町には、それができる下地がある
と感じている。
　人間の力では、自然災害の発生
を止めることはできない。しかし、
そこから力を合わせて立ち上がる
ことはできる。一人一人が、でき
ることを精いっぱいすることが大
切だ。
　警察では訪問活動、警戒活動の
ほかに交通事故や山岳遭難の防止、
雪道の運転方法などの広報や指導
などに努め、地域住民の安全安心
を守っていく。

に
は
、
連
帯
責
任
や
相
互
監
察
な
ど

で
、
町
村
の
自
治
や
取
り
ま
と
め
を

強
化
す
る
狙
い
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、

同
時
に
相
互
扶
助
の
目
的
が
あ
っ
た

こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　

五
人
組
か
ら
隣
組
へ
、
隣
組
か
ら

行
政
区
・
自
治
会
へ
。
時
代
の
移
り

変
わ
り
と
と
も
に
、
そ
の
名
称
、
役

割
や
組
織
構
成
は
変
化
し
た
が
、
人

と
人
と
が
互
い
に
助
け
合
う
こ
と
の

重
要
性
に
変
わ
り
は
な
い
。

　

福
島
県
の
復
興
の
た
め
に
は
、
沿

岸
部
と
内
陸
部
が
一
体
と
な
っ
て
取

り
組
む
こ
と
が
不
可
欠
だ
。
そ
れ
な

く
し
て
復
興
は
語
れ
な
い
。

　

県
民
全
員
が「
福
島
県
は
復
興
し

た
」と
自
信
を
持
っ
て
言
え
る
そ
の

日
ま
で
、
復
興
支
援
へ
の
取
り
組
み

は
続
く
。
こ
の
町
か
ら
復
興
を
目
指

す
新
し
い
仲
間
と
の
ご
近
所
付
き
合

い
は
、
一
番
身
近
な
復
興
支
援
。
決

し
て
特
別
な
事
で
は
な
い
。

東会か

写真上　仮設住宅内に設置された談話室は、放課後の子ど
もたちが勉強をしたり、遊んだりするスペースとしても使
用されている。仮設住宅近くに住む大坂瑠

る

偉
い

さんは「家の
近所に友達が増えてうれしい」と話す。この日はたまたま
４人の同級生が遊んでいた。左から青木大

だ い

知
ち

さん、松木怜
れ

大
お

さん、大坂さん、会田拓
た く

矢
や

さん（共に長瀬小４年）
写真下　昔懐かしい遊び「輪ゴム飛ばし」で遊ぶ４人。掛
け声は「ウソップ　ワゴーム」？
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震
災
後
、
す
ぐ
に
避
難
所
に
移
動

し
た
。
次
の
日
に
避
難
命
令
が
出
さ

れ
、
取
る
も
の
も
取
ら
ず
に
浪
江
町

に
避
難
、
以
降
、
本
宮
市
、
埼
玉
ア

リ
ー
ナ
や
リ
ス
テ
ル
猪
苗
代
な
ど
を

経
て
、
こ
こ
で
の
生
活
が
始
ま
っ
た
。

　

原
発
の
近
く
に
住
ん
で
い
て
も
、

原
発
事
故
が
起
こ
っ
た
時
や
内
部
被

ば
く
な
ど
の
危
険
性
に
つ
い
て
、
一

度
も
説
明
を
受
け
た
こ
と
は
な
い
。

避
難
場
所
も
事
故
の
経
過
と
と
も
に

二
転
三
転
し
た
。
せ
め
て
、
災
害
時

の
避
難
に
つ
い
て
の
想
定
く
ら
い
で

き
な
か
っ
た
の
か
と
悔
し
く
思
う
。

　

こ
れ
か
ら
先
が
ど
う
な
る
か
は
、

町
の
方
針
が
定
ま
ら
な
い
と
分
か
ら

な
い
の
で
、
双
葉
町
に
は
そ
れ
を
急

い
で
ほ
し
い
と
願
う
。

　

家
族
は
全
員
無
事
だ
っ
た
。
子
ど

も
た
ち
は
新
し
い
友
達
が
増
え
、
い

い
経
験
を
し
て
い
る
。
会
津
や
郡
山

な
ど
に
出
掛
け
る
こ
と
、
こ
れ
か
ら

や
っ
て
く
る
冬
の
暮
ら
し
も
新
し
い

体
験
だ
。
そ
う
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
捉
え

て
、
今
を
楽
し
み
な
が
ら
生
活
し
て

い
こ
う
と
思
う
。

  会田 美
み

由
ゆ

紀
き

 さん
（川桁、双葉町出身）

新しい体験を楽しみ
ながら生活していく

復
興
へ
の
鍵
も 

人
と
の
絆 
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戊
辰
戦
争
の
際
に
一
度
は
消
失
し
た

土
津
神
社
。
し
か
し
、
そ
れ
を
再
建
し

た
の
は
、
正
之
公
の
教
え
を
受
け
継
ぎ
、

大
切
に
し
て
き
た
猪
苗
代
の
、
会
津
の

先
人
た
ち
。
彼
ら
は
、
正
之
公
の
教
え

を
顕
彰
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
知
っ
て

い
た
。
だ
か
ら
こ
そ
私
財
を
投
じ
て
で

も
土
津
神
社
を
再
建
し
た
の
だ
。

　

名
君
と
し
て
歴
史
に
そ
の
名
を
残
し

た
正
之
公
。
会
津
に
と
ど
ま
ら
ず
、
幕

政
で
も
活
躍
し
た
そ
の
手
腕
や
姿
勢
な

ど
、
私
た
ち
が
学
ぶ
と
こ
ろ
は
多
い
。

　

正
之
公
は
、
平
時
、
災
害
時
に
か
か

わ
ら
ず
、
民
衆
の
命
や
生
活
を
守
る
こ

と
を
優
先
し
た
。
災
害
の
状
況
に
合
わ

せ
て
、
前
例
の
な
い
施
策
に
取
り
組
み
、

多
く
の
民
の
命
と
ま
ち
を
救
っ
た
。

　

民
衆
一
人
一
人
を
守
る
こ
と
が
、
国

力
や
生
産
力
を
守
り
、
不
満
か
ら
の
暴

動
を
防
ぐ
。
ひ
い
て
は
、
そ
れ
が
幕
府

を
守
る
こ
と
に
な
る
こ
と
を
知
っ
て
い

た
か
ら
だ
。

　

東
日
本
大
震
災
と
い
う
未
曾
有
の
大

災
害
に
見
舞
わ
れ
た
中
、
正
之
公
の
生

誕
４
０
０
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
た
。

こ
れ
は
単
な
る
偶
然
で
は
な
い
。
正
之

公
が
、
愛
し
た
会
津
の
民
を
守
ろ
う
と

し
て
い
る
。
私
た
ち
を
勇
気
づ
け
よ
う

と
し
て
く
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

　

震
災
か
ら
の
復
興
を
目
指
す
私
た
ち

が
大
切
に
す
べ
き
こ
と
は
、
自
分
の
命
、

家
族
や
地
域
の
人
の
命
を
守
る
こ
と
。

そ
れ
は
、
正
之
公
の
時
代
か
ら
何
も
変

わ
っ
て
い
な
い
。

　

一
つ
は
、
人
と
の
つ
な
が
り
だ
。

　

人
間
は
、
一
人
で
は
生
き
ら
れ
な
い
。

さ
ま
ざ
ま
な
人
と
の
関
わ
り
や
信
頼
関

係
が
互
い
に
人
を
生
か
し
て
い
る
。
そ

の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
い
く
こ
と

が
、
復
興
に
は
欠
か
せ
な
い
。
お
互
い

を
信
頼
し
、
尊
重
し
合
い
、
助
け
合
う

こ
と
で
未
来
に
向
け
て
進
ん
で
い
け
る

の
だ
。

　

そ
し
て
も
う
一
つ
は
、
強
力
な
リ
ー

ダ
ー
を
持
つ
こ
と
。
災
害
時
に
は
、
命

を
守
る
た
め
に
何
を
す
べ
き
か
を
瞬
時

に
考
え
、
行
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

さ
ら
に
想
定
外
の
災
害
を
乗
り
越
え
る

に
は
、
規
格
外
の
支
援
や
行
動
が
必
要

と
な
る
。
そ
の
際
に
、
的
確
な
判
断
を

下
し
、
行
動
で
き
る
、
正
之
公
の
よ
う

な
リ
ー
ダ
ー
が
必
要
な
の
だ
。

　

リ
ー
ダ
ー
は
一
人
い
れ
ば
い
い
わ
け

で
は
な
い
。
災
害
時
に
は
、
全
員
が
集

ま
っ
て
行
動
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
。

そ
の
た
め
に
も
家
族
に
、
地
域
に
、
各

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
、
数
多
く
の
リ
ー

ダ
ー
が
必
要
な
の
だ
。

　

正
之
公
の
よ
う
な
進
む
べ
き
道
を
示

す
羅
針
盤
が
無
数
に
あ
れ
ば
、
み
ん
な

が
迷
う
こ
と
な
く
復
興
に
向
か
っ
て
い

け
る
。
一
人
で
も
多
く
の
リ
ー
ダ
ー
を

作
ろ
う
。
一
つ
で
も
多
く
の
羅
針
盤
を

作
ろ
う
。
正
之
イ
ズ
ム
を
学
ん
だ
私
た

ち
が
一
体
と
な
っ
て
、
猪
苗
代
と
い
う

名
の
羅
針
盤
に
な
ろ
う
。

　

福
島
復
興
の
た
め
の
羅
針
盤
に
。

特
集　

不
変
の
羅
針
盤　
　

終
わ
り

福島復興の
羅針盤に
私たちの命を守るために、
大切な家族の命を、そして地域を守るために
必要な事は、正之公の時代から変わっていない
みんなで同じ方向を見ていこう
私たち自身が福島復興の羅針盤に参

考
文
献

「
保
科
正
之
の
生
涯
と
土
津
神
社
」

猪
苗
代
の
偉
人
を
考
え
る
会
発
行


